
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：22－030） 

 

１ 在マーシャル諸島の田中大使は、日本の 2020年の無償資金協力「経済社会

開発計画」による Marshalls Energy Company（MEC）のディーゼル燃料調達完

了式典に出席した。このプロジェクトについては、2021年 7月 22日に、3億円

（約 270 万ドル）の無償資金協力についての交換公文の署名が行われていた。

（※SRO News 22-002参照） 

原文 

（18th November 2022, Marshall Islands Journal） 

※参考：在マーシャル日本国大使館（リンク参照） 

 

２ 豪州の Austal社は、同国国防省向けにガーディアン級巡視船を追加で建造

する。昨年座礁して処分されることとなったサモアの巡視船 NafanuaⅡ（※SRO 

News21-045 参照）の代替船となるもので、太平洋海上安全保障プログラム

（Pacific Maritime Security Program）による合計発注隻数は 22隻になる。

国防省はこれまで、太平洋地域の 11のパートナー国に 15隻の巡視船（Nafanua

Ⅱを含む。）を引き渡している。 

原文 

（24th November 2022, Australian Defence Magazine） 

 

３ 中国は、太平洋諸島の複数の国と警察協力についてのビデオ会議を11月22

日に開催したと発表した。中国公安相がソロモン諸島警察大臣と共同議長を務

め、フィジー、バヌアツ、キリバス、トンガ、パプアニューギニア（PNG）の

警察長官が出席したと新華社通信は報じた。トンガと PNG からは、長官は出席

しなかった。 

原文 

（23rd November 2022, Reuters） 

 

４ 中国の海洋における主張の高まりに対する懸念から、米軍がかつてアジア

最大の軍事拠点であったスービック湾に 30年ぶりに復帰する見込みが高いと地

元当局幹部は述べた。 

原文 

（24th November 2022, South China Morning Post） 

  

https://www.mh.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00238.html
https://www.australiandefence.com.au/news/another-guardian-class-patrol-boat-for-pacific
https://www.reuters.com/world/asia-pacific/china-holds-policing-discussion-with-officials-pacific-island-nations-2022-11-23/
https://www.scmp.com/news/asia/southeast-asia/article/3200896/us-military-poised-return-subic-bay-philippines-after-30-years-counter-chinas-presence


 

 

 


